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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあげいただ寺ましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書 J 及び別怖の r 工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、別冊の「工事説明書 J 、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 


下 1 0—3 6090002060 

株式会社 1 - 31 - ミ 
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頁口 点検してくださしV 
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ガソリン厳禁 
使用燃料:脚油 


お手入れ•アフタ：サ—ビス 据がけ 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度をなの表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 
A ま意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死じ重傷を負う可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取おいをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® (§) ® 
^ A 

〇 C 


この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「注意」していただく内容です。 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」內容です。 


>説明夕中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されていまず< 


★巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が落下して火びつを、乂災の原因になりま 



0 


I ★給排気筒(管，ホース）外れ危険 I 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
でくださし、。 

外れていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です0 / -- 


0 



故ガソリン厳智 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧し 
ないでください。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 




ガソリン禁止 


[幸鞋排気筒トップ聞そ < 危険] 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないで < ださい。みさびれているとさは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



0 


告 （ WARNING) 


お使いになる前に 










安全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


み温風 吹出口を ふさがない 1 

あ類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
がないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原 
因になります。 


L がみ一_定厳羣 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
卜ーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱で定の圧力び上びり、爆発して危険です。 



0 



0 


么注意に AUTION) 


★カーテン可燃!物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいもののそばなどでは使巧 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

火災び発生するおそれびありまず。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準揺付け例を参照してください。 


I ★異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたとさは、使用しないでください C 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 



0 


★給油喧涯火 I 

給油は、必ず消火してからおこなって<ださい< 
火災のおそれがあります。 


I ★温凰に直璋あた5をし 、I 

温風や廳射熱に直接長時間あた6ないでくださ 
い。低溫やけどや、脱水症状になるおそれがあ 
ります。 

温風を直接吸い込まないでください。気分が悪 
<なることびありまず。 


が.昇,^ 

い0二 

曲に L 



〇 



0 


2 









高温部接触^ 


燃焼中や消乂直禮は、高温部、給排気筒トップ、 
ガード ( FR -353)、 ルーバー ( FF -3 己 3) などに 
手などふれないで < ださい。 

やけどのおそれがあ0ます。 



風 

接軸禁止 


1 ★指や異物を入れない I 

ガードの中や溫風吹出□や空気取入□などに、 
指や異物を入れたりしないでください。 

けびや火災のおそれびあ0ます。 



0 


I ★が解修理の禁止 I 

故障、破損した5、使用しないでく 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


帝電漏;巧巧お崔勇请し込甸 

電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し&んでくださレ。 ■■ 
!また、 傷んだプラグやゆるん\ ス y 

だコンセントは使用しないで ホ 日が 

U ださぃ。 /括 

火災の原因になります。 

めれた手でのおさ差しはしない [y 
で < ださい。 ^ 

感電の原因になります。 


を腰をぶけぶ与物を D せを回 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で< ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそ 
れびありまず。ス [ ブの上に巧びんや、水を 
入れたをのなどを置かないで<ださい。水びか 
かると漏電や故障のおそれがあります。 


0 

禁止 


み給排気商を逼さ商燃物查髮覇目 

給排気筒トツプの近くに、巧油や可燃物など引 
火のおそれのあるおのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびあ0まず。 




0 


I ★改舊使用み禁止] 

巧造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖 i\i 
房用の熱交換器などを取り付けない V -> 
でくださレ。 

火がや、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないで < ださい。 

また、電源プラグを损くときは、コー 
ドを持って引を扳かないで<ださい< 
電源コードが破損し、乂災や感電の 
原因にな0ます。 


0 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 






安全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


★賴間使用しなし、と都11 方死扳 ~ 

長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントからおいてください。胃卜 
火災や予想しない事故の願となり 
ます。 


★電源プラグのお手入れをする: 


電源プラグを抜く 


[★高地 ( in 500 mJ . U ±) では使用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1 日日日〜 1 日日日 m の 場所では再調整び必要でずので 
販売店までお問い含わせく ださい。 


ときどきは電源プラグをおき、ほこ 
り版び金属物)を除去してください。 ■■ 
(ほこりや麵びたまると湿気など 
で絶縁不良になり）乂災の原因にな i 胃"< 

0まず。 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 



0 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方びお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人び充分に注意 
して < ださい。 


使用禁止 ★床面に注意 


I ★可燃性ガス使用禁止 I 

ストーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスび発生ずるをの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー)、スフレーを使 
用しないで < ださい。 

火災や故障の原因にな0ます。 


0 

使用禁止 


ほこ D や、タバコの煙などにより、 
温風吹出口周辺の床面び汚れたり変 
色することびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用ずると、変色したり、 
そり返ることびありますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


全 

A 



願い （NCmCE) 


★な油の廃棄 


♦巧油の廃棄処分は、打油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


★効果 的に使 用する ために I 

♦温風の循環を妨げるちのびない場所に i 曼置してください。 
♦が気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的でず。 





1 












お使いになる前に 

















































各部のなまス 


操作-表示部のなまえと使いかた r 点な J • 「点滅」の意が 


デジタル 


温度 ■ 
時計 n 
タイマ-酬口 


詞:區 

設定温度 室内温度 


■温度表の 

設定温度…… 

1日で〜32でまで設定温度を選 
択できます。 

室内温度…… 

-目で〜3日でまで表示します。 

■低温表示-高温表お 
じ〇」……室内温度び 
-10 で政下。 
rw , j ……室内温度び 
36むし U 上。 


温度 □ 
時計— 
タイマ-時刻° 



温度 □ 
時計— 
タイマ—時刻口 


設定温度 室の温度 


コロン 

oh\nn 

しいし,し, 

設定温度室肉温度 



( 3 砂巧し） 


チャイルド□ック タイマー 

セーブ 




温度 ■ 
時計 n 

タイマ- if 刻口 


巧:國 

設定温度 室两温度 




温度•時計•タイマー時刻表示ランプ1 f タイマーランプ1 ( セーブランプ 


ストーブを操作したとさの状態を表示し、デジ 
タル表示部の表示内容をおします。 


点な 

•タイマー運転待 
機中 


点な 

♦セーブ運転中 
消な 

♦セーブ運転觸除 


6 


















表示部 


■現在時刻表示 

覇在の時刻を表示します。 


温度口 
時計 □ 
タイマ-6!刻 ■ 


か网 

設定 ミ 品度 室内温度 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー運転設定時に表示します。 


■コ□ン 

诗刻表示 


堇転中 


温度 □ 


1砂間毎に 
r 点滅」します。 
予備燃焼時に 
1砂間に2回 
r 点滅」します。 


時計 n 
タイマ-時刻口 


EE 


設定温度室内温度 


■自動的に消义したとさの表示 

自己診断機能により、異常時には 
EE 己〜がえご， W がを表示し 
ます。 

(24 ぺージ参照) 



セーブボタン 

セーブ運転の開始および解除をしまず。 

13ページ参照 


運転スイッチ 

N 

♦-度押すと 「入 

— 」 

点;臧 . 

••そ熱中 

♦もラー度巧すと「切 
になります。 

且」 

点む…… 

-- 運転中 

り、] 4' 

1日べ 

ージ参照 

ノ 



チャイルドロックランプ 















使う前の準備 


_ 燃料について 

® 燃料は、灯油りに1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


I ★ガソリン厳禁 I 

ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使巧しないで < ださい。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 



ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれらび混入した好 
油、変質灯油、巧れた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶巧に使用しないでくださ 
い。 

♦灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
曽してください。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけまず~ 
(火の気のないところでおこなってくだごい) 


〇な油 

X ガソリン 


、、卜 狗 1 

み Vn ) リ 


、鼎れたままです。 

すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油ずる。 

♦油タンクの給油□ふたをはずし、灯油を巿販の給油ポンプで 
油量計を見なが5給油してください。 

★給油の際は、給油□フィルターを取 D 去5ないで<ださい。 



給油の際にこぼれた巧油をふきとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
口か5市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、かやご 
みなどを販いだして < ださい。 


3給油口ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 


★燃焼中に巧油がな < なると消义しまず。 



このときデジタル表示部に 「がが」 を表示し、ブヴーび日回鳴り異常びあったことを知らせまず。 

※油タンクに灯油びあるのに 「がが」 を表示ずる時は、送 油 経路のつまり、空気たまりび考え5れます。 
このよラなときは、 9 ぺージの ゴ や r 定油面器のリセットボタンのセット」 を参照し 
て送油経路の点検をしてください。 

♦再運転する場をは、本体温度び充分下びってか6油タンクに給油し、 r 運転 スイッ刊 を一度 r 切」 にして 
から r 入」 にして < ださい。 

心 









★送油管の途中が山おになったり、ちつれたりしていまずと、送油管 
の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは「ら？もご」を 
表示して運転しません。 

このよラなとをはし^下の手順で処置をしてください。 

け了油をこぼさないよラに注意してください。） 

① バルブを全閉にする。 

② 送油管に山形(高低)がないよラに平5にずる。 

感ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなどな油をためることびでさる容器に入れはずれないよラ 
に固定する。 

④バルブをを開にし、送油管からな油に空気び混じらないが態で連続 
して流れ出ることを確認ずる。 

注意：バルブを全開にしてを阿油びまったく出ない場合は油タンク 
とストーブ本体との落差(約3日 cm 必愛)びない攝合わあります 
ので確認-処置して<ださし、。 

⑥確認でをた5バルプをを閉にする。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にする。 

逗)ストーブ本体の側面にあるホ色のリセットボタンを下へ1回押す。 
⑨ス I -ーブを運転ずる。 


m 送油管 




バルブ 


2.5m 1 

切下。。 i , 
30 加 f 

_ i 


油タンク 


U セットボタン 


※裝品の側面にあ D ます 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

•ストーブの置台又は、送油経路細タンクや送油管の接含部など)から油漏れびなし 佩 どうか確認してください。 
万一、油漏れしている蠕合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社ま店.営業所にご 相 
談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

♦給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 

ストーブ周遇の確認 ^ —■ 一 

•ス I ブの周辺および給排気筒トップの周圃に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット 丄 I 

♦定油面器のホいリセットボタンを、下へ I 回巧してください。 , v ^ 

点义するたびにセットずるが要はありませんが、シーズン初 ' Tl . ' IP でセ'か 

めや、本体設置場所を変更したとを、交は巧震自動消火装置 献ミト\ ^ T 

が作動したあと再運睹ずるときは、リセットボタンをちう一^ 

度、押しなおしてください。 

( -ぉ願ぃ-を型^- ■ iFF -3 已ぶ 

★リセットボタンは5秒が上巧し続けたり、カラーを外して押さないでください。リセット 
•定油面器か6灯油びあふれたり燃焼び継続しないことびありまず。 



リセット 

ボタン 


空気抜きの方ま^ 


お使いになる前に 





使ラ前の準備 


現在時刻のセット 


★電源 プラグをコンセント （家庭 用 AC 
^ OOV )に確実に善し化む。 

♦デジタル表示部はち図のよラに時計 
が「点灯」しますので、現 



温度 
時計 
タイマ- Bf 刻 



設定温度 室のミ豆度 


在の時刻をセツトしてください。 

★このときデジタル表示部に「ら弓 fP 」び表示されるときは、ス I -ーブに灯油びきていませんので点検し 
てください。このよラな時は、8ぺージの※印を参照して、定油面器の赤い U セットボタンを押すか、 
または 


を参照して、送油経路の空気なををおこなってください。 


巧巧 y 

チャイルド□ック タイマ 


〇 〇 〇 


風 



④「時計」 表示 




デジタル表示部 

温度 □ 
時計— 
タイマ-時刻口 


現在時刻が午後7時10分の場含 

0 0または0のボタンを1度押ず。 

「ピッ」と音びして「時計」表示び「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが5 0のポタンを巧して巧に台わせる。 
(D デジタル表示を見なが S (5) のボタンを押してぶに含わせる。 


!9： 10 


設定温度室の溫度 


♦ピ J • じジのボタンは、1度巧ずごとに1時間または1分間ずつ進みます。押し続けまずと連続的 
に進みまず。 

♦時刻含ねせをずる場合は、「時計 J 表示び「点滅」している （10 秒間)に•に^のどちらかのボタン 
を押して < ださい。 

時刻合わせびでをなかった場合は、ちラー度 W または〇のボタンを押してやり直してください。 


④ r 時計」表示が、「点滅」か5 r 点灯」に変わり、設定が完了しまず。 
-お願い- 


女ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする場合は、コンセントを一度抜い 
て、电ラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直5ないとをはお買い求め 
の販売店までお問い含わせ < ださい。 

★ストーブに初めて通輩したとをや、停電後や、電源プラグ 温度 
を振いて再通電した塌合、デジタル表示はち図のよラに表 時計 

示され、 r 時計」表示び r 点丹」しまずので、現在の時刻を設タイト時刻 
定してください。 


□ 


設定温度 室内湿度 


★省電力機能 


♦時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消な」して、電力の消費 




をおさえまず。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチ政がのどれかのボタンを押すと表示します。 
運転スイッチを巧すと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。) 










使用方法 


点乂（通常運転) 



[ 3 巧巧じ) 

チャイルド □ ック タイマー 


f ヤイルト〇ツク タイマー セープ 

〇 〇 〇 


I あ驚.激 I 人-雲 


I 入-1 



9 啡國呵 n : 

__ 親ち忌度 室内 1 畳度 


r 温度」表で 


デジタル表示部 


® 運転スイッチ 


巧）油タンクのバルブつまみを r 全開」にずる。 




(D r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

•「ピッ」と音びして「運転スイッ刊び r 点滅」しまず。 

♦「温度」表示び r 点口」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

③約2分後に自動的に点乂し、「運転スイッチ」が r 点な」に変わりまず。 

I -お願い-- 

★ご購入されて初めて使用されるとをに、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いがする場合が 
ありまず。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取巧け場所より離れた巧）を少し開け、半日か5 
1日程度、 r 強」運転をしてください。 

★初]めて運転するとをは、送油経路に充分燃料びイ共給されていないため、一回で点火しない場含びあ 
りますか5、しば5く待ってか5おラー度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回ち点火しないでください。バーナー巧に灯油 
がたまります。販売店にご連絡ください。 

女点乂機約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」します。 

★点火後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

★室温び日む政下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 


お使いになる前に 


使いかた 



使用方法 


乂力調節（室温の調節…運転中にしかできません) 


わげレノ 

チャイルド日ック タイマー セーブ 

〇 〇 〇 



r 温度_!表示 


デジタル表示部 


温度設定しない場含や停電や電源コードを旅いた懐再運転ずる 温度 ■ 

つの 


to 


場合は、「,?ご J 饼で）び設定温度とな D ます。 B ま it n 

タイマー時刻 □ 

d U 

0 


、 

設定温度 


室内温度 

ノ 


①0または0ボタンを1度押ず。 

♦ r ピッ」と音びして「温剧表示び、「点滅」します。 

( D 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見なび5〇のボタンを押ず。 

( D 温度を下げるとを。 

•デジタル表示を見なびら0のボタンを押す。 

广 ——~■■胃--— -- 

•温度設定をずる場合は r 温度」表示び「点滅」している間に Q -© ボタンのどち5かを巧してくだ 
ごい。設定で定なかった場合はをラー度押して、やり直してください。 

•設定温度は1日で〜32む、室温表示は一目で〜3日でまで表おします。 

♦室温表況ま室温が一1日む政下の攝合 r しご」、3目でじ(上の場合は rw ,」と表示します。 

♦設定された室温にコント□ールするたゆに自動的に r 強」 • r 中」* r 弱」運転をくり返しまず。 

♦一度温度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、 r 消乂」後再運転する場 
含を同一設定温度になります。 

\ _ _ _ 

( -お願い- 

★温度調節は対流用フアンの空気取入□近くの温度を感知しておこないますので、ストープの位置や 
部屋の大ささなどで、必ずしを、前面パネルの r デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致 
しません。 

このような場合は、本体背面のルームサーミスタを、工事説明書の（瓜^ザ^スタあ配線-(移 
動)；）を参照して、適切な位置に付け替えてください。 


公 












( T ) 「セーブボタン」を巧ず。 

♦「セーブランプ」び「点灯」して、セーブ運転を開始します。 


( D 「セーブポタン」を巧ず。 

♦「セーブランプ」び「消口」して、連続運転になります。 


セーブ 運転 


★セーブ運乾は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運乾方まです。 


セーブ運転樹ホ、運転中に室温び設定温度より約2で上昇すると自動的に 「消义」 します。また設定温 
度まで下びると、自動的に r 点乂」します。 


セ■-ブ運乾を解除する 


セーブ運乾をおこなう 


使いかた 


ぶ 





使用方法 


タイマー運転のしか 




タイマー運転をするとをは、 10 ぺージ I 現在 時刻のセッ ト I に従って、時刻合わせをしてからでない 
と、運転でをません。 



このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 室湿によるタイマー点火時刻の自動変是 
動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 巧で政上一設定時刻 

にはお部屋を暖かく して おきます。 0 で〜巧で-^設定時刻の 1日 分前 

(室温 日 で！; TF の場合） 日で 政下-設定時刻の 2日 分前 

午前6時30分に設定したい場を 

① 「タイマーボタン」を押ず。 温度口！ 1,1 

♦このと去デジタル表示部の表示び！■バー」表示に、「時刻」 タイマ_齡 て ■! I •し 

表示び「タイマ-時刻」表示に変わり、 r 点滅ルます。 設定温度室内温度 

② デジタル表示を見なが 5© のポタンを巧して S に合わせる。 

( D デジタル表示を見なび5 0のボタンを押してえ ご に合わせる。 

♦ O ’(2) のボタンは、 ] 度押ずごとに1時間または10分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

•時刻含ねせをずる場合は、「タイマー時刻 J 表示び r 点滅」 している間り日砂間）にのどち5 
かのボタンを押してください。 

•設定できなかった場合は、もう一度 r タイマーボタン」を巧してやり直してください。 

^ - - 

④ r タイマ—時刻」表示が、「点滅」している間に「運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦このとき r タイマーランプ」び「点な」し、セットび完了します。 

♦約1日秒ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表おします。 


tk 








-お願い-- 

★タイマー運乾は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
「タイマー時刻」 表示の r 点滅」 中(約1日秒間）に、 「運転スイッチ」 を r 入」 にずるだけで同一時刻で設定 
が完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を巧すと、 「消火」 して r タイマー運お」 の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点火しまず。 

★タイマー運転時刻の確認は、消火時に r タイマーボタン」 を巧ずと、1日砂間表示します。 

★タイマー運転操作棲に停電びあったときや、ストーブを摇らして巧震自動消火装置び作動したとき、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

再度1日ぺージ[瑪查時刻を卜]を読んで、時刻合わせか5おこなってください。 




タイマー運転の解除のしかた 



タイマー運乾操作をした後、タイマー点乂時刻前に通常運転をおこないたい攝含。 
1 r 運転 スイッチ」 を押して r 切」 にする。 一 [タイマー運転の解除] 


2「運転スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。 一 [通常運転開始] 


チャイルド □ ックの使いかた 


チャイルドロックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してを点乂しない 
ようにしたいときに使用します。 


ヤイルド□ツクの機能 


1運転中にチャイルド□ックを使用したとさ 
■ ♦「運転スイッチ」 で r 消火」 のみびでさます。 
•設定温度の変更など他の操作はでをません。 

P 消火中にチャイルド□ックを使用したとき 
た ♦すべての操作びでさません。 


「チャイルド□ツクボタン」を3秒政上巧すことで、「セツト」又は「解除」びできまず。 
( M ページの操作部の絵を参照） 

「セツト」•..「チャイルド□ツクランスび「点灯」。 

「解除」…「チャイルド□ツクランスび r 消丹」。 


使いかた 


近 







使用方法 



① r 運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

♦「運転スイッチ」びしばらく「点滅」してか5、「消灯」しまず。 
•デジタル表示部は、現在の時刻を表おします。 


消乂獲約3分間は対流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

巧 流 巧ファンが止まるまで、 電源 プラグを巧かないでください。 

-お願い- 

★ストーブの消火は電源プラグをコンセントか6抜をとったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

★外出ずるとさは、必ず消火してください。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源を切ってください。 




消乂後再点义するときのミ主意 



★消火後すぐに再点火ずると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しばらく 
(約10分間)待ってか6再点火してください。 






★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部ね、!5もがガスがもれていることび考え5れ危 
険です。 

使用するのをやめてお買いホめの販売店にご相談ください。 

★ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ス I -ーブや給排気筒に熱交撰器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ざ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短<する原因におな0まず。 

★屋外の給排気筒トップび雪に遇ちれたり、結氷していない 
か、曰萬点検してください。 


女長期間使用しない場合や、使巧期間び終わりましたら、必 
ず電源プラグを抜いてください。 

ほこりや巧れびついて発火することびあ0ます。 

★このストーブは、雷に巧ずる安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブび故障することびあ D ます。 
雷び発生した6電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
るとま全です。またストーブをいためることちありません。 

★油性分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

★ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
湿入するおそれびあります。 

★使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に rff 別び表示されまず。このよラな場 
合の再点火は、1日〜1日分待ってストーフの本体温度び充分 
下びってか6おこなってください。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。 
及炎はある程度片菁ったり、ゆれることびありますが異常 
ではありません。 




§ 

0 


C 


/コンセント 


S プラグを 

空源フラグ 扱、 


使用上のを意 



使いかた 





安全装置 


•をを装置が作動するのは何らかの異常があるときですか5、下記の拠置をしても正常にな5ないと 
をは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」を巧し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
r 運転スイッチ」を巧して「入」にしてください。（再点乂操作） 


をを装置 

はたらを 

処 置 

巧震自動消义装置 
だ S 

•運転中にストーブ本体び地震(震度約日し^上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

1 

_ 1 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、磯器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点乂してください。 

点火ま全装置 
が，？ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点义不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止しまず。 

★点乂ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したとさはバ 
—ナー底に灯油びたまりま 
す。たまった灯油をふを取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電まを装置 

EE 0 

1 

♦運転中に停電や電源プラグを抜<などして輩 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運転中に停題があった場合、タイマ 
一運転は解除されます。 

★再点火操作をしまず。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 
がら 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
巧！;‘ 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとを、また 
はファンフイルターにほこりびつまった場含 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
します。 

★対流用フアンフィルターの 
ほこりを取り除いてか6、 
再点乂操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイツチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

EE 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳し<は、24ページを参照してください。 

お願い 

必ずストーブを消火し、本体 
温度び充分下がってからおこ 
なって < ださい。 


成 





[★油漏む、难のたまも油のにじを] 

•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とさこぼれた灯油はよくふをとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているときは、消乂操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してから点火操作をしてください。 

I * 送油哥 

♦送袖管か6油漏れびないか点検し、亀裂などが 
あれば交換してください。 

♦ゴム製送油管は2シーズンに]度は新しい物に 
交操されることをおすすめします。 

♦屋外配管をずる場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


★フアンフィルター 


♦ストーブ背面のフアンフィルターを引を抜いて 
から、ほこりを電気掃除機などで取り除いてく 
ださい。 



近 


使用のたびに 


み周囲の状態] 

•ストーブの周圃は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいちのを置かないよ5にして<ださい。 

•ストーブはいつを清潔に掃隙してください。 
巧れたままのご使用は危険のちとですし、スト 
ーブのいたみを早めまず。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物びないようにしてください。 


I ★ほこり J 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で聰 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などで这\さ取 
ってください。 

★臭気 • ずず 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ッフからずすび出ていないか確認して < ださい。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


箇月に1固於上 


みがス炎筒 〔 FR -3 鸣 〕I 

♦ガラス炎筒びすすで;'ちれて < るよラな場含や、 
ひびや割れびある場合は、販壳店に相談の上、 
修理交換してください。 

皮骑童查を回を朝 

♦のぞ支窓がすずで巧れてくるよラな場含や、破 
れがある場含は、販売店に相談の上、修理交換 
してください。 


日常の点検-手入れ 


_点検-手入れのときの注意 _ 

★点檢 •手入れをおこなラときは、ストープを消火し、ストーブび充分冷えてから手袋をはめて、必 
ず 電源 プラグを抜いておこなってください。 

★電装部品 や 燃焼 卽の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使いかた お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 











曰常の点横-手入れ 


^■1 箇月に1回 1 U 上 


★反射板のほこり （必ず手袋をはめておこなってくださし、） CFR -3535 

-- - - — -- - -- - - - — ~ - ---- — 


♦ストーブの反射板にほこりびたまった場含は、 
ガードのち端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いてガードを開いてから、乾いた布で、たま 
つたほこ0をふさ取ってください。 


全ルーノく一のほこり 〔 FF -3 己3〕 

0 J レーノが巧れたり、ほこりび付着した攝合は、 
電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などでふ 
さ取ってください。 



^3箇巧に1回切上 ] 


み油タンク I み油タンク內の水] 

•給油ロ フイ ルターびごみやほこりで目づまりし ♦油タンクに水やごみびたまっているよラでした 

まずと、給油時に給油□よりあみれ出たりしま 5、ドレン抜をや、油タンクのストレーナなど 

す。給油ロ フイ ルターを取出して、付着したご からたまった水やごみをおり隙いてください。 

みやほこ0を取り除いて < ださい。 

み電源:^ラタ"^^^センド 

♦電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原 
因になることびあります。 3箇月に]〜2回電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてく 
ださい。 



•定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ス I -ーブの格納 
(シーズンオフ)のとを、次のよ5にな油で洗浄してください。 
⑩油タンクのバルブを閉める。 

© 定油面器のストレーナの掃除□に容器をあてびっておを、 

2本のねじをはずして、ストレーナを城をだす。 

③ スト レーナを な油で洗淨する。 

④ ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた;な油をふき 
とる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

⑥ 油漏れびあるかないかを点検ずる。 

•或 

















シーズンに T 回 lU 上 


★パッすン 


目 r 点乂ヒーター] 


♦燃焼中、室内ににおいびこをるよラな場合は、 
とくにを意して点検してください。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部 ( FR -353) 

•燃焼筒とバーナーの接続部、燃焼筒と熱交換 
器の接続部 ( FF -3 已 3) 

•点火ヒーターの取0付け部 


♦点乂ヒーター及びパッキンびちくなり、切れた 
り、すさまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


★燃焼リング、 バーナー 


♦燃焼リング、パーナーは高溫になりまずので焼損ずることびあります。とをどさ点検し、変おや焼損し 
ていたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒 


ご使巧中、におしがしたり目びしみる場合は、給排気筒やパッキン部か!3排ガスがもれて いる ことが 
考えられ危険です。点検後お質い求めの販売店にご相談ください。 


•給排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、トップの周囲に可燃物がないかなどを、 
とをど定点横して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング （0 U ング)は耐熱性のをのでずび、2〜3年で炭化す 
ることびありまず。ゴムの硬化及び割れなどびある塌合には、においや排ガスびちれるおそれがあり 
-ますので新しい部品に交換してください。 


■給気ホースび&さびっていないか点検してください。 



0 U ング 

種類 

運動用日リング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ U コンゴム 


地震などの災害が発生したときの点検について^ 


お 

手 

入 

れ 

♦ 


ア 

フ 

夕 

I 



ス 


•地麗などにより製品に振動、衝擊が加わったときは、運乾をずる前におず;夕の点検を実施してください。 

帰卖内到 

♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りのがれ、漏れの点検 •送油経路か5の油漏れの点検 
★点検で異常がみつかったとさや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目びしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の [_ お客様相談窓口一覧」に修理依頼をしてください。 


4 








定期点検 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
安韵こお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上ば店、及は 
修理資格者〔(財)日本ち油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-34 日 9-2 日吕 8) でおこなう技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社ま店•営業所などに点検依頼されることをおずずゆしま 
ず。 


[ 定期点横の内容 1 

項 目 

巧 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器-ストレーナの掃除 •油タンクの水振を 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはたらを•操作部品-動<部品のはたらを 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

♦点火ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

\ 

♦本体内部、フアンフィルター、対流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 
♦各接続部のパッキン、日リング♦給排気筒の接続、つまり 


故障-異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の內容を禮認してください。 

下表のよラな状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

乂 

消 

火 

時 

巧めて使巧するとさ、けむりやにおいげ出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどげ焼けるた姐で 
ず。 

点火禮数分間、とをどさがび大をくなる。 

燃焼部び冷えているたゆです。 

点火-消火時に「キシミ音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点乂してちすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためでお0、ストーブ内部 
び暖まると自動的に出まず。 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音が大さい。 

ポンプ内に空気び混入しているためでず。しばら 
くずると止まりまず。 

が 

/•い、、 

焼 

時 

\ _ 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラずホく赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

とをど定黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 















_ 故障•診断チェック表 

女この表 L ソタりこ不員舍があるときは、お買巧めの販売店にご相談下さい。 


\ 現象 

原因 

運 

乾 

ス 

-r 

、ツ 

チ 

び 

点 

'XI 

し 

な 

し、 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

关 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

文 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

是 

る 

置 

ム 

巨 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

D 

な 

景 

出 

る 

旧 
ノ虹 

風 

び 

出 

な 

い 

巧 

然 

す 

て 

の 

フ 

ン 

プ 

び 

消 

る 

N 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源ブラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 





〇 




〇 

停電復帰後点义し直してく 
ださい 

対震自動消火装置び作 
動した 






〇 

EES 





定油面器の1」セツトボタンを巧し 
てか6再点义操作をしてください 

油タンクに水び入って 
いる 


〇 

〇 



〇 





水混入の阿油をすっかり 
振いて<ださい 

油タンクにな油びなし、 


〇 




〇 





阿油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 
け3 

〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

省輩力機能び作動しま 
した 










〇 

操作部のいずれかのボタンを押 
してください （10 ぺージ参照） 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売店または別紙のお客様相 
談窓□一覧にご相談ください 

コント□- ラー 不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


り 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレーム□ッド不良 






〇 
ff 石 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

EE 8 





II 

点乂ヒーター不良 


〇 

山 









// 

排気筒接続不良 





〇 

EE 30 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 


お手入れ•アフタ—ヴービス 
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故障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示 (エラー 表示)の見方 


★ス I ^ーブの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


/— 

エラー 表示 


原 因 

処置方法 1 


EE 0 


♦運転中に電源び切れました。 
♦タイマー点火待機中に電源び切れ 

(停電安全装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

图囚 

♦点火安全装置が作動しました。 

♦原因不明の場含は販売店または別紙のお客 
様相談窓□一覧まで連絡してください。 

画因 

♦対震自動消义装置び作動しました。 

♦作動した原因を取0除を、再点火操作をし 
てください。 


EE B 


•運鼠中に消火しました。 

•送油経路の異常です。 

•販売店または別祇のお客穗相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 


EE B 

♦燃焼用送風機び故障しました。 

♦販売店または別紙のお客穗相談窓□一費ま 
で連絡してください。 

画回 

•過熱防止装置が作動しました。 

♦本体温度び充分下びるのを待って、ファン 
フィルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 

画回 

♦バーナーヴー S スタび勘線しました。 
•ノ くーナー内に灯油びたま0ました。 

•販売店または別紙のお客様相談惡口一寛ま 
で連絡してください。 


がが 


♦着火 S スを3回しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一黯ま 
で連絡してください。 

巧骗 


•排気筒がはずれました。 

♦排気筒を点検して接続を醒認し、再点火操 
作をしてください。 


团 1 ら。 


♦ストーブに打油びをていません。 

参灯油を入れてください。 

(8 ページ1 給油のしかた 1参照） 

打油がある攝含は送油経路を点検してください。 


コ囚 


♦室温び36で抬上にな0ました。 
♦ルームヴー5スタの取り付け位置 
びよくありません。 

♦ルームヴー S スタの取0付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 


—1 


♦室温び一1日で政下になりました。 
•ルームサーミスタの不良、断線、 
または配線抜けです。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡して < ださい。 

全消な 

\ 

♦省電力機能び作動しました。 

(1 日べージ参照） 

♦操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
ぃ。 








部品交換のしかた 



厮 酷修!! 願也 

故障、破損した5使用しないで<ださい< 
不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、ガラスが筒 (FR-3 日3)、定油面器、燃焼リング、点火ヒ 
—ター、パッキンなどの交操部品び必要な場合は、お買巧ゆになった販売店にご相談ください。 

女部品交撰の隙は、必ず純正の補修部品をお使い<ださい。純正の部品政がを使用して方一故障や事 
故が発生した場含、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場合は、目才団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う撤枯管理講習を修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合） 

♦ストー ブを 保管ずる場合は、1目ぺージ 日常の点検•手入れの 項を参照して、ストー ブの 手入れを 
してから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてか6保管してください。 

♦格納.保管場所は、湿気.火気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかちストーブ 

の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよラ配慮してください。 
--- 

I ストーブを長期間使巧しないで保管ずるときは、がず電源プラグをコンセントか5巧を、油タンクの 
■ バルブを閉めてください。 

) スト—ブを使用ずる季節が終り格納ずると走は、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部巧を取り、 
■ 定油面器のストレーナー电取り出して灯油で洗淨してください。 （20 ページ参照） 

-お願い-- . 

ミ 由タンクの灯油を巧くと重は、送油管の な 油を荒全に巧いてください。灯油が残っていると 翌シーズ 
ンに使用ずるとを、つまって灯 ミ 由び流れなくなりまず。 （日ぺージ参照） 

- - - J 

I ス I ブや油タンクの表面をふいてください。 

* ♦固< しぼった請れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた布で水気をみさ取ってください。 
★シンナ-、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険でず。 

I 本体にほこりがたま！ 5 ないよラ、適当なカバ’一をかけてください。 

:附属品と r 取扱説明書」. r 工事説明書」.「保証書」も紛失しないよう同時に保管してくださし、。 
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燃— 料消費量 
発 熱 «_ 

熱 効 率 

暖房 出力 


取 ル 


大 


燃焼 状 態 


運転スイッチ 


油切れセンサー 


操作表示基板 


電磁ポンプ 


ルームヴー S スタ 


ブ□ア モーター 


給気サ ー s スタ 


フアンモーター 


対霞自動消火装置 


点义ヒーター 


過熱防止装置 


フレームロツド 


給排気筒トップ 



電源 


装 置 

品 


卷排筒の壁賈通部の孔徑 
排 気 温 


給排気筒の呼び径 


外，形 寸 法 
_ M _ 量 

電源電圧及び周波数 
定 格消費 電力 
給排気筒の型式の呼び 


高さ S 55 mm •幅 440 mm •興行 385 mm (置台を含む） 

14 kg __ 

J 00 V J 0/60 HZ 

点火時巧0/2日日 W 燃焼時29/2目 W 最大目80/目 80 W (点乂初期時に短時間晃を厂 
FFP -320 

D 3?__ __ ■一 

7。〜 80 nnm 

26日でな下 — ~ 

M _ - - — 

対震自 動消火装置 • 点火安全装 置 •停電安 全 装置•過熱 防止装置-燃焼葡商展^ 
壁固定金具 （1 セッ[^) • 標準給排気筒セット （1 セット） • 木ねじ （1 本）- 
ゴム製送油管 （ Im ) • ホースバンド(ル） （2 個） 


0.396 L/h 
14650 kJ/h 
86 . 0 % 

3.加 kW 


日. に日 L/h 

4445 kJ/h 
80.0% 
0.988 kW 











































アフターサービス 


促言をにっ i /^。 

♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

修羣をを療おと哥 

♦故障.異常の見分けかたと処置方法 (22 ぺージ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

な)品]名… FF 式石油暖房磯(密閉式石油ストーブ） 

(D 型式の呼び…〔例〕 FR -3 己3 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

衝おなまえ.おところ.電話番号 

♦修理に隙しましては、イ呆訊書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
まず。 

♦保証期間が過ぎているとをは、修理すれば使用できる場合には、ご淸望により有料で修理させて いただ 
をまず。 

•修理料金は、技術料，部品化.出張おなどで構成されています。 

f _ _ 

この取巧説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使用に反し 
て使用された場含の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


I 補修用性能部品について1 

★密閉式 (FF 式)石油ストーブの補修用性能部品のな有期間は製造打ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

I 転居される場号 I 

•このストーブは電源周波数日日、6日 Hz とち同一仕様です。 


★電源周波数の異なつた地域への転居でをそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整が必要ですので別紙の r を！爆相誘磊已こ藍)までご相談くださし、。 


A 注意 

1★分解修理の禁化| 

故障、破損したら使用しないでください。 

⑩ 

■ 

不完全な修理は、を険です。 

分解禁止 


愤障 _• 修單の障を羣璋先 

アフターサービスについてねからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの[索客攝南1 葵衰6 
- K ] (別紙参照)までお問い合わせください。 一 一 


お手入れ•アフタ—ヴービス 





据付けについて 


据付け工事は販売店に依頼する 


•据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦振付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の r を全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店交は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長ずる場合の注意 


♦給排気筒を延長ずる場合は、3 m 3曲がりけ下で取付け5れる場所を選定してください。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風びよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことがあります。 


据付け後の確認 


♦据付けげ終りましたら、もラー度、工事説明書の「を全のためにがずお守りくだをい」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 
















試運転 


参試運乾は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 


mmmm 

1 油タンクに灯油び充分入っており、油タンク.ストーブ各部に油漏れびないかどラかを確かめてくだ 
さぃ。 

2 電源プラグがコンセントに確実に差し込んでください。このとをデジタル表示部に「も£らこ'」が表示 
されるときは、ス [ ブに灯油びきていません。ストーブに灯■油び流れてくると自動的に「—」 
りく一表示)に変わります。 

をし3分しソ上待ってもバー表示に変わらないとをは、をラー度8ぺージ I 給油のしかた I 、9ぺージ 
r 点火前の準備よ確認]に従って運転準備をやりなおしてください。 ■ 

應重?^ 

1運転開始手順 

♦ 8 ぺージの使ラ前の準備、11ぺージの使用ち法に従って運転させてください。 

2巧期運転時の異常現象 

♦開こんして初めて使巧したとき、防鐘油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てス I -ーブから、約2日分間位煙やにおいび出ることびありまずび、ご使用には全く支障はありませ 
Aj 。 

♦送油管の途中び山形になったり、ちつれたりしていますと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
なしにとびありまず。9ぺ—ジ 薦骑:姊ホ!，ぶ* に従って送油斷中の空気を振いてください。 

3正常運転の目安 

♦正常運転時のノ（ーナーの炎の色は、黄火びとをどをまじる青炎です。 


消火の手順 


♦16 ページ riBi のに従って消火操作をしてくださし、。 


据巧け 







FR -353， FF -353 取扱説明書 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


广 

型 式 

お買上げ年月日 

年 

月 

曰 

お買上げ店名 

(電話番号） ( 

) 

— 

y 


株式会社1-3^ミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町日番 17 号〒他 7 -腑日日 

TEL. 052-822-1144 FAX. 052-822-2742 

S ミ s 巧巧を巧ト ヨト5 は巧適 巧 巧の一 巧として この巧} a 説巧*は巧生紙を巧巧していまず。 

S せだなお iOOHK 生巧しむづす 









